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【312】
論 文 の 内 容 の 要 旨
（目的）MAIR（myeloid-associated immunoglobulin-like receptor, CD300）分子群は自然免疫応答において機能す
る骨髄球系の細胞活性の制御機構を解明する目的で，我々のグループで同定した分子群である。CD300
























審 査 の 結 果 の 要 旨
１． CD300LFに対するモノクローナル抗体を架橋することによって細胞死が引き起こされること，この細
胞死には CD300LFの細胞内ドメインが必要であるがチロシンリン酸化ドメインは必要としないことが
示されている。
２． 形態的にはアポトーシスと類似の細胞死が誘導されることが示されているが，カスパーゼ非依存性の細
胞死であり，オートファジーとも異なる細胞死であることが示されている
３． CD300LFを介した細胞死が B細胞やマクロファージに誘導されることの生理学的な意義は不明であり，
CD300LFのリガンドも不明である。
４． 細胞死の誘導には細胞内 CD300LFドメインが必要とされるが細胞死のシグナル伝達寄稿についても不
詳の部分が多い。
　学位論文審査委員会において審査委員全員の出席のもとに最終試験を行い，論文について説明をもとめ，
関連事項について質疑応答を行った結果，審査委員全員によって合格と判定された。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
